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自分らしく生きたい自分らしく生きたい

あ
な
た
は
幸
せ
で
す
か

あ
な
た
は
こ
れ
か
ら
も
幸
せ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
か

だ
れ
も
が
幸
せ
を
願
い
、
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

で
も
、
世
の
中
に
は
、
差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て
幸
せ
を
奪
わ
れ
て
い

る
人
が
い
ま
す

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
れ
が
他
人
の
こ
と
で
あ
れ
ば
見
逃
し
が
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

ま
た
、
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
は
、
時
が
解
決
し
て

く
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
わ
た
し
た
ち
が

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
そ
の
形
を
変
え
た
り
、
新
た
な
人
権
侵
害

の
事
象
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す

こ
の
よ
う
な
問
題
に
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か

差
別
や
偏
見
は
人
と
人
と
の
係
わ
り
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す

他
人
事
だ
と
思
わ
な
い
で
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

だ
れ
も
が
幸
せ
を
願
い
、
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

◆
テ
ー
マ

『
人
権
社
会
の
実
現

を
よ
び
か
け
る
も
の
』

◆
応
募
資
格

市
内
に
住
む
18
歳

以
上
の
人
（
学
生
を
除
く
）

◆
応
募
方
法

標
語
と
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

人
権
標
語
を
募
集
し
ま
す

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
中
の
催
し

◆
募
集
期
間

８
月
２
日(

木)

〜
31
日(

金)

◆
表
　
彰

優
秀
作
品
に
は
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

◆
応
募
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
（
1
@3
３
１
８
７
）

5
@3
２
６
１
５
）

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sh
yo
u
gaigaku

syu
u
@
city.

im
ari.lg.jp

※
各
町
（
地
区
）
公
民
館
で
も
受

け
付
け
ま
す

◆
日
　
時

８
月
23
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

同
和
問
題
講
演
会
の
開
催

◆
講
　
師

家
田
荘
子
さ
ん
（
作
家
）

◆
テ
ー
マ

『
一
緒
に
生
き
て
行
き
ま
し
ょ
う
』

◆
入
場
料
　
無
　
料

◆
問
合
先

生
涯
学
習
課
（
1
@3
３
１
８
７
）

家
いえ

田
だ

荘
しょう

子
こ

さん

人
権
特
集

８
月
は
『
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
』
で
す
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○市民的権利・自由の侵害

市民的権利と自由が完全に保障されていない

○いわれなき差別

その人に責任のないこと、その人の努力だけでは解決できないもの

○地域性

どこで生まれたか、どこで育ったかなどを理由とした差別

○世代性

世代を超えて差別が続く

だれもが幸せを願いだれもが幸せを願い

人ごとと思わないで

自分自身の問題として考えましょう。

そっとしておけば差別は解消すると言う人も

いるけれど、解消したのでしょうか。

解消するのでしょうか。

孫の寝顔を見ていると、涙が出てきます。

早く差別はなくなってほしい。

差別をなくすために

同和問題とは

差別は今も

○広く受け入れる心 ○正しく理解する心

○インターネットを利用した悪質な差別書き込み

○『えせ同和行為』の被害

同和問題を口実にして『ゆすり』『たかり』などといった不当な利益

や義務のないことを求める行為。同和問題に関する誤った意識を植え付

ける大きな原因となっています。毅
き

然
ぜん

とした態度で断りましょう。

日本固有の人権問題

人権特集　８月は『同和問題啓発強調月間』です

そ
っ
と
し
て
い
て
は
差
別
は

解
消
し
ま
せ
ん
。

正
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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平
成
12
年
８
月
に
策
定
し
た
『
伊
万
里
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基

本
方
針
』
を
見
直
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
多
様
化
す
る
人
権
課
題
に
対

応
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。(

平
成
19
年
３
月
）

（新たな項目の追加）

新たな項
目

家庭、学校、地域が連携した教育・啓発
インターネット対策
えせ同和行為の防止

男女協働参画基本計画
男女協働参画社会づくり
ドメスティックバイオレンスの防止

児童虐待の防止
『いじめなし都市宣言』
地域の防犯活動
（子ども見守り隊など）

高齢者虐待防止への取り組み
健康・生きがいづくり
高齢者保健福祉施策の推進

障害者自立支援法
『伊万里市地域福祉計画』
日常生活の支援

情報収集や情報発信における
個人の責任や情報モラルの
啓発活動

いじめられている

はやしたてる

いじめている

見
て
見
ぬ
ふ
り

○いじめの防止や解決に積極的に取り
組もう

○『児童虐待防止』への取り組み

○家庭の絆
きずな

・地域の絆
きずな

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

サ
イ
ン
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

いじめの構造図子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
生
活
を

『人と人の間で育つ』機会を
『社会の中で、豊かに育つ』機会を

伊
万
里
市
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
方
針
を
見
直
し
ま
し
た

基
本
的
な
考
え
方

いじめなし都市宣言

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
い
る
人
も
、
し
っ

か
り
『
い
じ
め
』
を

し
て
い
る
の
で
す

①
共
生
社
会
の
実
現
（
共
に
支
え
あ
い
、
共
に
生
き
る
）

②
人
権
文
化
の
創
造
（
人
権
意
識
が
日
常
生
活
や
暮
ら
し
の
中
に
根
づ
く
）

③
生
涯
を
通
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
（
あ
ら
ゆ
る
場
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
で

学
び
高
ま
る
）
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人権特集　８月は『同和問題啓発強調月間』です

こ
の
基
本
方
針
の
も
と
に
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

現実には、様々の分野でいろいろな課題が山積しています。また、社会の進展、変化の
中で、インターネット、患者、犯罪被害者、外国人の問題など、新しい人権問題も多発
しています。ひとつひとつの課題を自分のこととして考えてみましょう。

人

が

幸
せ
に

生

き

る

権

利

は

守

ら

れ

て

い

る
で
し

よ う か

高齢者は？

豊
か
な
高
齢
社
会
を
め
ざ
し
て

主な分野の課題と改正内容

わたしは○○○屋さんを
やることが夢なの

年齢を考えておとなしく・・・
もう、そんなにがんばらなくても

それはいいわね

分　野 今までの課題

同和問題は？

女性は？

子どもは？

障害のある人は？

インターネット被害は？

高齢者は？

生活環境の改善
同和教育・啓発(学校、社会教育、企業など)
えせ同和行為の排除

男女平等意識の形成
男女協働参画社会の推進
セクハラ

いじめ問題
健全育成
子育て支援

介護保険制度の基盤整備
生活支援体制
生きがいづくり

社会参加
リハビリテーション
バリアフリー

悪質な差別事象

て

い

る

で

し
よ
う

る

権

利

は

守

ら

れ

人
が
幸
せ
に

生

き

か ？

○人生に輝きを
それぞれの経験や能力を生かして充実した生活を
高齢者から伝統文化や生活の知恵などを学ぶ

○高齢者への虐待防止の取り組み
高齢者の虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（平成18年４月施行）

○人生の大先輩であり、社会を支えてこられた高齢者を尊敬し、人権を守っていく

社会参加と生きがい
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●

対
象
事
業

市
が
実
施
す
る
事
業
の
中
か
ら

選
定
し
た
『
事
務
内
容
リ
ス
ト
』

に
掲
げ
る
事
業

●

募
集
す
る
提
案

コ
ス
ト
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
面

か
ら
市
が
直
接
実
施
す
る
よ
り

も
プ
ラ
ス
に
な
る
提
案
と
し
、

提
案
者
が
事
業
主
体
と
な
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
提
案

※
現
行
の
事
業
を
そ
の
ま
ま
引
き

受
け
る
委
託
先
を
募
集
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●

提
案
で
き
る
団
体
な
ど

民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た

は
法
人
以
外
の
団
体
な
ど
で
、

提
案
し
た
事
業
を
的
確
に
遂
行

す
る
能
力
を
有
す
る
団
体

●

募
集
期
限

８
月
31
日
（
金
）

●

提
案
方
法

所
定
の
提
案
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
政
策
課
ま
た
は

事
業
の
担
当
課
ま
で
、
持
参
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
募
集
要
領
・
提
案
書
様
式
・
事

務
内
容
リ
ス
ト
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
企
画
政
策
課
お
よ
び

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●

問
合
先

0
８
４
８-

８
５
０
１

伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５-

１

伊
万
里
市
役
所
　
企
画
政
策
課

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku
@
city.im

ari.lg.jp

（

1
@3
２
１
２
４
）

今
後
、
す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
だ
け
で
担
っ
て
い
く
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
役
割
を
重
点
化
し
、
民
間
の
行
政
分

野
へ
の
参
入
拡
大
を
図
る
こ
と
で
『
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
』
と
『
公

共
コ
ス
ト
の
縮
減
』
に
取
り
組
む
た
め
『
提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営

化
制
度
』
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
民
間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
、
公
共
に
お
け
る
官
と

民
の
役
割
分
担
を
根
本
的
に
見
直
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
質
の
高
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
た
め
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
か
ら
、
現
在
市
が
実
施
し
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
、
委

託
・
民
営
化
の
提
案
や
既
存
業
務
の
効
率
化
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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◆
受
付
期
間
（
土
・
日
は
除
く
）

８
月
13
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

※
火
曜
日
の
み
午
後
７
時
ま
で

※
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
対
象
者
に
は

通
知
し
ま
す

◆
現
況
届

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
８

月
以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
や
父
の
死
亡
、
１
年
以
上
の
遺

棄
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
（
18
歳
に

な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
、

ま
た
は
20
歳
未
満
の
障
害
児
）
を

監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育
者

に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
様
々
な
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●

新
規
申
請
（
随
時
受
け
付
け
）

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
申

請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す

●

手
当
額

▽
全
額
支
給
の
場
合

月
　
額
　
４
万
１
７
２
０
円

▽
一
部
支
給
の
場
合

月
　
額
　

９
８
５
０
円
〜
４
万
１
７
１
０
円

▽
加
算
額

・
第
２
子
　
月
額
５
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き

月
額
３
０
０
０
円

※
所
得
制
限

世
帯
を
分
け
て
い
て
も
同
居
の

家
族
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
所

得
に
よ
り
全
額
支
給
停
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

●

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す
（
資
格
喪
失
届
）

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
婚
姻

（
事
実
婚
を
含
む
）
し
た
と
き

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
公
的
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
受
給
者
の
生
計
と

別
に
な
っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
た
と
き

●

支
給
制
限

母
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
対
す

る
手
当
は
、
支
給
開
始
月
か
ら
５

年
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

月
か
ら
７
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

手
当
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
４
月
１
日
に

お
い
て
す
で
に
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
減
額

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
減
額
さ
れ
る
金
額
は
、
本
年
末

に
決
め
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す

●

新
規
申
請
（
随
時
受
け
付
け
）

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け

る
と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

●

手
当
額

▽
障
害
１
級
該
当
児
童
１
人
に
つ

き
　
月
額
　
５
万
７
５
０
円

▽
障
害
２
級
該
当
児
童
１
人
に
つ

き
　
月
額
　
３
万
３
８
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
支
給
停
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す

▽
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た

と
き

▽
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
住
所
変

更
を
し
た
と
き

▽
児
童
の
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ

た
と
き

▽
引
き
続
き
手
当
て
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
（
再
診
断
）

◆
更
新
手
続
き

期
間
内
に
更
新
手
続
き
を
し
な

い
と
９
月
以
降
の
医
療
費
の
助
成

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

●

助
成
対
象
者

母
子
・
父
子
家
庭
の
父
母
と
そ

の
養
育
す
る
児
童
、
父
母
の
い
な

い
児
童
、
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
で
、

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
資
格
の
更
新
手
続
き

◆
受
付
期
間
　
８
月
13
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

所
得
が
一
定
基
準
（
児
童
扶
養
手

当
の
所
得
制
限
と
同
じ
）
を
超
え

な
い
世
帯

◇
母
子
・
父
子
家
庭
の
父
母

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人

◇
児
童

18
歳
に
達

し
た
日
以

後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人

◇
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦

か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ

た
人
で
、
同
一
の
住
居
に
生
計

を
同
じ
に
す
る
人
が
い
な
い

人
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
に
該

当
し
な
い
人
で
各
種
健
康
保
険

の
被
保
険
者
本
人

●

助
成
額

受
給
資
格
者
が
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
し
、
支
払
っ
た
一
部
負
担

金
か
ら
、
入
院
・
外
来
を
問
わ
ず

一
人
一
月
５
０
０
円
を
控
除
し
た
額

●

助
成
金
申
請
の
期
限

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
月

の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

▽
児
童
扶
養
手
当

▽
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

福
祉
課
子
育
て
支
援
室
（

1
@3
２
１
７
４
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

1
@3
２
１
５
６
）

受付・問合先

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
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『市民防災の日』制定を記念し防災講演会

立
花
小
４
年
　
廣
川
　
　
円

ふ
だ
ん
か
ら
　
ひ
な
ん
と
た
い
さ
く
　
は
な
し
あ
お
う

立
花
小
６
年
　
前
田
修
太
朗

雨
の
日
は
　
近
づ
き
ま
せ
ん
　
川
の
そ
ば

大
坪
小
４
年

原
　
由
帆

防
災
の
　
準
備
を
い
つ
も
　
お
こ
た
ら
ず

黒
川
小
６
年
　
丸
田
　
紘
路

山
代
中
３
年
　
前
田
　
和
也

気
を
つ
け
よ
う
　
注
意
報
で
も
　
油
断
Ｎ
Ｏ
！

青
嶺
中
３
年
　
柳
本
　
友
妃

絶
対
に
　
消
し
て
は
い
け
な
い
　
注
意
の
火

青
嶺
中
３
年
　
田
中
　
彰
悟

大
切
な
　
命
を
守
る
　
助
け
合
い

山
代
中
３
年
　
山
口
　
夢
可

脇
田
町
　
北
川
　
香
栄

ま
さ
か
よ
り
　
も
し
も
で
防
ご
う
　
災
害
を

脇
田
町
　
田
中
　
秀
雄

お
と
な
り
さ
ん
　
互
い
に
声
か
け
広
げ
よ
う
!!
防
災
の
わ

山
代
町
　
木
寺
　
捉
幸

安
全
、
安
心
　
地
域
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る
み
の
防
災
点
検

武
雄
市
　
山
増
　
健
彦

７
月
８
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で

防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
が
昭
和
42
年
７

月
９
日
の
大
水
害
か
ら
40
年
目
と

な
る
こ
と
か
ら
、
大
水
害
を
教
訓

に
市
民
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
７
月
９
日
を
『
市
民

防
災
の
日
』
と
定
め
た
こ
と
を
記

念
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
防
災
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

『
佐
賀
県
の
気
象
災
害
と
気
象
予

測
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
小
野
幸

春
佐
賀
気
象
台
長
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
小
野
台
長
は
、
気
象
予

測
の
方
法
な
ど
を
説
明
し
「
災
害

は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
。

日
ご
ろ
の
注
意
と
自
主
防
災
の
意

識
が
重
要
」
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
区
長
会
連
合
会
の
井

手
武
昭
会
長
が
『
市
民
防
災
の
日
』

制
定
を
宣
言
し
、
満
員
の
参
加
者

か
ら
賛
同
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

な
お
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

昭
和
42
年
大
水
害
の
写
真
や
防
災

グ
ッ
ズ
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
参
加

者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

市
民
と
市
長
が
伊
万
里
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
夢
や
未
来
を

語
り
合
う
『
市
長
と
語
ろ
う
！

夢
・
未
来
塾
』
が
６
月
25
日
、
二

里
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
今
回

は
『
ふ
た
さ
と
生
活
体
験
通
学
塾
』

に
塚
部
市
長
が
出
向
き
、
通
学
塾

を
運
営
す
る
『
二
里
町
を
な
ん
と

か
し
ゅ
う
会
（
吉
永
茂
昭
会
長
）』

の
会
員
な
ど
８
人
と
通
学
塾
を
通

し
た
『
青
少
年
の
健
全
育
成
』
な

ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

『
ふ
た
さ
と
生
活
体
験
通
学
塾
』

災害時等の停電情報を九州電力のホームページで確認できます　http://kyuden.jp（携帯電話版）

自主防災の意識を持って

は
、
７
泊
８
日
、
自
宅
を
離
れ
二

里
公
民
館
で
集
団
生
活
す
る
も
の

で
、
今
回
が
８
回
目
と
な
り
ま
す
。

会
員
た
ち
は
「
最
初
、
７
泊
８
日

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
だ
っ

た
が
、
区
長
会
や
婦
人
会
な
ど
多

く
の
地
域
の
方
の
協
力
の
お
か
げ

で
や
っ
て
こ
れ
た
」
と
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
８
日
間
、
親
が
子
を
離
す
こ

と
に
意
義
が
あ
る
」「
子
ど
も
た

ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
」
な
ど

の
感
想
が
語
ら
れ
、
塚
部
市
長
は

「
地
域
の
教
育
力
を
感
じ
る
。
二

里
の
宝
と
し
て
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
通
学
塾
に
参
加
し
て

い
る
二
里
小
学
校
の
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
18
人

が
塚
部
市
長
と
楽
し
い
会
話
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。「
こ
の
体
験
を

通
し
て
自
分
が
変
わ
っ
た
と
思
う

こ
と
は
」
と
い
う
塚
部
市
長
の
問

い
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
は
「
テ

レ
ビ
を
見
な
く
て
も
大
丈
夫
に
な

っ
た
」「
食
器
洗
い
や
洗
濯
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
頼
も
し

く
答
え
て
い
ま
し
た
。

塚
部
市
長
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
、
笑
顔
で
記
念
撮
影
す
る
18
人

の
子
ど
も
た
ち

講演する佐賀気
象台の小野台長

一般の部 中学生の部 小学生の部

防災標語コンクール入賞作品

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
良
賞

優
良
賞

優
良
賞

優
良
賞

優
良
賞

塚部市長から表彰を受ける小学
生の部最優秀賞の廣川円さん

昭和42年大水害の写真が展示され、
参加者が興味深く見つめていました

（敬称略）

市
長
と
語
ろ
う
！
夢
・
未
来
塾

in
ふ
た
さ
と
生
活
体
験
通
学
塾



ま
た
、
大
坪
郵
便
局
に
よ
る
自

転
車
紙
芝
居
で
は
、
か
わ
い
い
風

船
が
飾
ら
れ
た
真
っ
赤
な
自
転
車

を
ス
テ
ー
ジ
に
『
歯
の
痛
い
お
ま

わ
り
さ
ん
』
な
ど
の
紙
芝
居
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
美
味

お
　
い

し
い

水
飴
を
口
に
し
な
が
ら
、
楽
し
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
『
☆
ま
つ
り
』
に
は
、
図

書
館
を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
な
ど
20
以
上
の
団
体
が
参
加
。

い
す
の
木
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
が

館
内
に
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
る

な
か
、
バ
ザ
ー
や
押
し
花
、
俳
句

の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
開
館
12
周
年

を
迎
え
た
市
民
図
書
館

の
誕
生
日
を
祝
う
『
第

12
回
図
書
館
☆
（
ほ
し
）

ま
つ
り
』
が
７
月
７
日
、

８
日
の
２
日
間
行
わ
れ

ま
し
た
。
12
年
前
の
七た

な

夕ば
た

の
日
の
開
館
か
ら

『
ひ
と
回
り
』
経
っ
た

今
回
は
、
俳
句
ま
つ
り

を
は
じ
め
多
彩
な
催
し

が
あ
り
、
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

伊
万
里
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

大
河
内
氏
は
、
中
世
に
伊

万
里
地
方
を
支
配
し
た
松
浦

党
の
一
族
で
す
。
そ
の
大
河

内
家
文
書
は
、
写

う
つ
し

５
通
を
含

む
総
数
36
枚

の
文
書
で
、

松
島
町
の
伊

万
里
市
歴
史

民
俗
資
料
館

に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代

後
半
か
ら
室

町
時
代
前
期

（
南
北
朝
時

代
）
ま
で
の
文
書
が
多
く
、

室
町
時
代
末
期
ま
で
の
文
書

が
あ
り
ま
す
。

最
も
古
い
の
は
嘉か

元げ
ん

三
年

（
１
３
０
５
）
四
月
『
蒙
古

合
戦
勲く

ん

功こ
う

賞
配
分
状
』
で
す
。

日
本
史
的
な
大
事
件
で
あ
る

元
寇

げ
ん
こ
う

の
弘
安
の
役
（
１
２
８

１
）
で
、
元
軍
と
戦
っ
た
大

河
内
氏
へ
恩お

ん

賞
し
ょ
う

地ち

を
配
分
し

た
書
状
で
す
。

そ
の
ほ
か
正

し
ょ
う

和わ

元
年
（
１

３
１
２
）『
津つ

吉
大
輔

よ
し
だ
い
す
け

房
栄

ぼ
う
え
い

範
言

は
ん
ご
ん

上
状

じ
ょ
う
じ
ょ
う

』
や
元
徳

げ
ん
と
く

二
年

（
１
３
３
０
）
十
二
月
四
日

『
成
行

な
り
ゆ
き

宗み
ね

季す
え

請
文

う
け
ふ
み

』、
貞
和

じ
ょ
う
わ

六
年
（
１
３
５
０
）
正
月
十

七
日
『
足
利
直
冬

た
だ
ふ
ゆ

催
促
状
』、

正
平

し
ょ
う
へ
い

十
年
（
１
３
５
５
）
十

一
月
『
大
河
内
松
一
丸

し
ょ
う
い
ち
ま
る

軍
忠
状

ぐ
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

』
な
ど
の
貴
重
な
文

書
が
あ
り
ま
す
。

所
領

し
ょ
り
ょ
う

や
所
職

し
ょ
し
ょ
く

の
譲
状

ゆ
ず
り
じ
ょ
う

、
あ

る
い
は
、
裁
判
な
ど
の
相
論

文
書
が
多
い
の
で
、
中
世
の

所
領
形
態
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
松
浦
党
の
一
族
、

大
河
内
氏
の
動
向
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
価
値
が
高

く
、
昭
和
60
年
に
伊
万
里
市

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

伊
万
里
市
の
文
化
財
@9
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◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

（
1
@3
３
１
８
６
）

☆
ほし

まつりを前にした６月30日、市ボランティア

連絡協議会の皆さんが図書館で清掃奉仕活動に取

り組み、図書館をきれいにしてくれました。

当日は「きれいな図書館で楽しい☆まつりにな

るように」と同会に加盟する古伊万里ライオンズ

クラブなどの市民団体メンバーなど約50人が参加。

駐車場や中庭などでの除草作業に汗を流しました。

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
前
田
副
市
長
が

『
飛
び
入
り
指
揮
者
』
と
な
り
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

図図
書書
館館
☆☆
まま
つつ
りり

ほ
し

『
チ
ェ
リ
ー
』
を
指
揮
す
る
前
田
副
市
長

小学生が読んで聞かせた自転車紙芝居

キ
ラ
キ
ラ
12
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
生
日
を
記
念

嘉元三年(1305)蒙古合戦勲功賞配分状

※伊万里市史（資料編）には、多数の大河内家文書(写真)が、釈文
しゃくぶん

(読みくだし文)付きで掲載されています。



電動リフトの操作に緊張しました
伊万里中学校で『福祉・ボランティアグループ』に

よる福祉体験学習が行われました。生徒たちは、身体
障害者療護施設『瑠璃光苑』などの福祉車両を教材に、
緊張した面持ちで電動介護ベッドの昇降などを体験し、
利用者への配慮の難しさを学びました。

2007いまり浪漫大学が開校し、市民会館で行われた
第１回目の講座はパントマイマ－の松元ヒロさんを講
師に迎えました。ヒロさんは得意のパントマイムを交
えながら、軽妙なコントを次々に繰り出し、会場は笑
いの渦に。１時間半の公演があっという間に過ぎまし
た。公演に先立ち行われた『ろまんたいむ』では、民
謡橘会会主の墨谷博正さんたちが『日本の民謡』と題
して『伊万里名所・相撲甚句』などを披露しました。

全国大会でも金メダルめざして！

羊たちもすっきり『クールビズ』

2007いまり浪漫大学が開校

７月１日に行われた第23回全国小学生陸上競技交流
大会県大会で、立花小５年の川原俊郎くんが５年男子
100ｍで優勝しました。７月28日から大阪で行われる
全国大会出場を前に市役所を訪れ、塚部市長から「実
力を爆発させて」と激励を受け活躍を約束しました。

伊万里農林高校で羊の毛刈りが始まりました。これ
は、生物生産科動物コースの生徒たちの授業の一環で、
電気バリカンとハサミを使って１頭刈るのに約１時間
かかりました。１年間で数10センチ伸びた毛が刈られ、
羊はスッキリと『涼しい姿』で夏を過ごします。

7.12

6.28

6.18

6.26
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産卵しやすい環境ができました

『骨太有明鶏』調理して味を堪能！

黒澤明記念館オープンから８周年

県産ブランドの『骨太有明鶏』を使った、畑の中の
レストランが立花公民館でありました。市内外から参
加した24人は、鶏の解体法を教わり、部位ごとの特徴
を生かしたチューリップ空揚げやバンバンジーサラダ
など10品目に腕を振るい、鶏料理を堪能しました。

黒澤明記念館サテライトスタジオが、７月２日で開
館８周年を迎えることから、有料展示室の無料開放な
どのイベントがありました。この日、福岡から訪れた
黒澤映画のファンというご夫婦は「監督の数々の貴重
な資料に感銘しました」と熱心に見入っていました。

カブトガニの産卵期を前に、伊万里高校生物部の部
員など23人が、木須町の多々良海岸を清掃しました。
海岸には、大雨でたくさんの流木やごみなどが打ち寄
せられており、生徒たちは２時間かけてトラック２台
分のごみを集め、産卵しやすい環境を整えました。

第15回イマリンフェスタビーチバレー大会がイマリ
ンビーチで開かれました。当日は、雨天にもかかわら
ず、市内外から120チーム約600人が出場。選手は泥
まみれになりながら熱戦を展開し、地元伊万里市の
『宿場ＴＨＲＥＥ』チームが準優勝に輝きました。

『雨にも負けず』ビーチバレー盛会

7.5

7.1

7.8

6.28

10
年
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

毎
朝
の
立
哨
４
人
に
感
謝
状

10
年
以
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
朝
の
通
学

時
に
立
哨
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
４
人

に
対
し
、
塚
部
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
真
弓
貫
也
さ
ん
（
東
山
代
町
）

は
Ｍ
Ｒ
里
踏
切
前
で
20
年
間
、
力
武
聰
さ
ん

（
松
島
町
）
は
脇
田
交
差
点
で
16
年
間
、
大

町
八
千
代
さ
ん
（
弁
天
町
）
は
脇
田
交
差
点

で
10
年
間
、
多
久
島
五
久
男
さ
ん
（
大
坪
町
）

は
浜
町
交
差
点
で
10
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
４
人
は
受
賞
に
あ
た
り
、

「
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
何
よ

り
も
嬉
し
い
」と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

7.11 【写真右】大町八千代さん
【写真下】左から真弓貫也
さん、力武聰さん、多久
島五久男さん
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７
月
１
日
に
黒
川
町
の
イ
マ
リ

ン
ビ
ー
チ
で
海
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
海
開
き
に
先
立
ち
、

表
）
か
ら
贈
ら
れ
た
菜
の
花
の
種

を
川
東
保
育
園
の
ま
わ
り
に
植

え
、
６
月
に
菜
種
約
３
㌔
を
収
穫

し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
れ
を
エ
コ

ハ
ウ
ス
に
持
ち
込
ん
で
、
搾
油
機

な
ど
を
使
っ
て
菜
種
油
に
変
え
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

脇
山
代
表
が
焙
煎

ば
い
せ
ん

、
搾
油
、
ろ

過
ま
で
の
作
業
を
行
う
と
、
菜
種

が
み
る
み
る
う
ち
に
黄
金
色
の
油

に
変
身
！
３
㌔
の
菜
種
か
ら
約
８

０
０
グ
ラ
ム
の
菜
種
油
が
採
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
「
水
あ
め
み

た
い
」
な
ど
と
驚
き
の
声
を
上
げ

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
育
て
た
菜
の
花
が

菜
種
油
に
な
っ
た
！

川
東
保
育
園
の
年
長
組
園
児
27

人
が
７
月
３
日
、
大
坪
町
の
『
菜

の
花
エ
コ
ハ
ウ
ス
』
で
菜
種
油
の

採
油
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
昨
年
秋
に
『
い

ま
り
菜
の
花
の
会
（
脇
山
正
一
代

み
な
み
保
育
園
児
が

消
防
本
部
で
飾
り
つ
け

み
な
み
保
育
園
の
年
中
・
年
長

園
児
60
人
が
７
月
２
日
、
消
防
本

部
で
『
防
火
七
夕
』
の
飾
り
つ
け

を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
七
夕
に
あ
わ
せ
、

幼
年
期
の
防
火
意
識
の
向
上

を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
で
、

園
児
た
ち
は
大
き
な
笹さ

さ

に

『
泣
き
虫
で
な
く
な
る
よ
う

に
』『
イ
チ
ロ
ー
に
会
い
た
い
』

な
ど
の
願
い
ご
と
を
書
い
た

短
冊
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

願いごとの飾り付けをして『た
なばたさま』を元気に合唱する
みなみ保育園の園児たち

川
東
保
育
園
で
育
て
た
種
が
変
身 菜種油が絞り出される様子を興味深く

見つめる川東保育園の園児たち

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
祈
願
や
『
青

バ
イ
隊
』
の
水
難
救
助
活
動
の
披

露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、

た
ん
ぽ
ぽ
保

育
園
、
黒
川

幼
稚
園
、
波

多
津
東
幼
稚
園
、
波
多
津
保
育
園

の
園
児
約
１
５
０
人
が
車
エ
ビ
の

稚
エ
ビ
約
７
０
０
匹
を
放
流
し
た

あ
と
、
塚
部
市
長
と
い
っ
し
ょ
に

海
に
飛
び
込
み
、
元
気
に
水
し
ぶ

き
を
上
げ
て
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
は
８
月
31
日

ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
施
設
の
利
用
料
金
、

連
絡
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
休
憩
施
設

１
０
０
０
円
／
区
画

◇
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
　
２
０
０
円

◇
シ
ャ
ワ
ー
　
２
０
０
円
／
３
分

◇
連
絡
先
　
管
理
事
務
所

（
1
０
８
０
‐
６
４
３
６
‐
５
８
７
４
）

今
年
の
夏
も
遊
び
に
行
こ
う

お
待
ち
か
ね
！
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
で
海
開
き

たなばた



わ
た
し
は
、
か
わ
い
く
見
え
る

よ
う
に
い
つ
も
鏡
と
に
ら
め
っ
こ
。

本
読
み
、
お
絵
書
き
、
お
り
が
み

が
大
好
き
だ
け
ど
、
お
片
づ
け
し

な
か
っ
た
り
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
騒

い
で
い
つ
も
怒
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
小
さ
め
だ
け
ど
、
来
年

は
１
年
生
。
お
勉
強
も
好
き
だ
か

ら
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

下
しも

野
の

原
はら

杏
あず

美
み

さん(23歳) 久
く

地
ち

浦
うら

玲
れ

奈
な

ちゃん

よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、
い
つ

も
元
気
な
玲
奈
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
大
き

く
な
っ
て
ね
。

★
お
仕
事
は

デ
ザ
イ
ン
企
画
の
カ
ス
タ
・
ネ

ッ
ト
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
気

に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
の

メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
と
き
な
ど

は
嬉
し
い
で
す
ね

★
趣
味
は

社
交
ダ
ン
ス
を
習
い
始
め
ま
し

た
。
あ
と
は
絵
を
描
く
こ
と

（
仕
事
）
か
な
？

★
好
み
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

一
緒
に
い
て
話
が
盛
り
上
が
る

人
（
容
姿
は
問
い
ま
せ
ん
！
）

★
将
来
の
夢
は

自
分
の
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
テ

レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
出
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す

★晃・優子さんの長女

★東山代町天神

★黒川町大黒川

★やぎ座・Ｏ型

( )５歳
５か月
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地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

スローガン

仲良く！楽しく！元気よく！

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

立
花
公
民
館
は
、
立
花
地
区
が

大
坪
地
区
か
ら
『
分
離
』
す
る
に

あ
た
り
、
平
成
15
年
４
月
に
立
花

地
区
の
公
民
館
と
し
て
開
館
し
ま

し
た
。

開
館
以
来
、
館
長
を
務
め
て
い

ま
す
が
、
宅
地
造
成
な
ど
で
人
口
、

世
帯
数
は
今
も
増
加
し
て
お
り
、

若
い
人
が
多
い
地
区
ら
し
く
、
元

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

仲
良
く
！

楽
し
く
！

元
気
よ
く
！

■
町
　
木

な
ん
き
ん
は
ぜ

■
町
　
花

ふ
じ

松永俊輔館長



ト
と
な
る
94
の
ス
コ
ア
で
見
事
９
歳
の

部
で
全
国
２
位
と
な
り
、
日
本
代
表
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
「
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に

な
る
こ
と
」
と
話
す
前
山
く
ん
。

世
界
30
数
か
国
か
ら
12
歳
ま
で

の
男
女
お
よ
そ
１
０
０
０
人
が

出
場
す
る
世
界
大
会
で
、
前
山

く
ん
は
９
歳
の
部
に
出
場
。
大

会
へ
向
け
「
予
選
会
の
と
き
よ

り
距
離
が
短
い
の
で
、
70
台
の

ス
コ
ア
で
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
」
と
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

３日～28日（毎週火・金）

●牧島女子ナイターバレーボール大会

19時半開会　牧島小学校

15日（水）

●山代町民球技大会

８時開会　山代中学校ほか

17日（金）～

●黒川町ナイターソフトボール大会

19時開会　黒川小学校

20日～24日（７月24日～）

●二里町民ナイターソフトボール大会

19時半開会　二里小学校

26日（日）

●大川内町民バレーボール大会

８時15分開会　国見台体育館

●波多津町民ソフトボール大会

７時半開会　波多津運動広場ほか

９月２日（日）

●立花地区球技大会

８時開会　立花小学校

●山代町民体育大会

８時半開会　山代中学校

●東山代町三世代交流

グラウンドゴルフ大会

８時半開会　東山代運動広場

４日（土）

●市子ども会連合会キックベース

ボール・ミニバレーボール大会

８時半開会　国見台球技場ほか

５日（日）

●伊万里ラジオ体操会

６時20分開会　国見台球技場

●市バスケットボール選手権大会

９時開会　国見台体育館

８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ
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■
市
内
選
手
の
主
な
成
績
（
ペ
ア
）

【
壮
年
の
部
（
男
子
）】

２
位

藤
田
克
巳
（
大
坪
町
）

土
井
和
則
（
大
川
町
）

３
位

上
村
正
臣
（
脇
田
町
）

多
久
島
功
（
立
花
町
）

【
初
心
者
の
部
（
男
子
）】

３
位

加
藤
健
夫
（
松
島
町
）

内
野
智
勝
（
武
雄
市
）

【
青
年
の
部
（
女
子
）】

２
位

小
松
洋
子
（
二
里
町
）

坪
田
佐
貴
子
（
佐
世
保
市
）

【
壮
年
の
部
（
女
子
）】

２
位

深
浦
茂
子
（
立
花
町
）

西
岡
須
美
子
（
二
里
町
）

３
位

光
武
正
子
（
大
坪
町
）

有
元
信
子
（
東
山
代
町
）

【
初
心
者
の
部
（
女
子
）】

優
勝

原
田
順
子
（
立
花
町
）

得
濱
典
子
（
大
坪
町
）

２
位

前
田
い
づ
み
（
波
多
津
町
）

松
尾
佐
貴
子
（
唐
津
市
）

６
月
24
日
、
第
13
回

伊
万
里
あ
じ
さ
い
カ
ッ

プ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
が
国
見
台
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
３
部

門
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

た
大
会
に
、
市
内
外
か

ら
27
組
54
人
が
出
場
し

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

伊
万
里
小
学
校
４
年
の
前
山
海
翔
く

ん
が
、
８
月
２
日
〜
４
日
に
ア
メ
リ

カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
行
わ
れ

る
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
の
世
界
大
会
『
Ｕ

Ｓ
キ
ッ
ズ
ゴ
ル
フ
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ

ヨ
ン
シ
ッ
プ
２
０
０
７
』
の
日
本
代
表

に
選
ば
れ
、
７
月
９
日
、
出
場
報
告
に

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

小
学
２
年
生
か
ら
ゴ
ル
フ
の
本
格
的

な
練
習
を
始
め
た
前
山
く
ん
。
今
年
４

月
、
福
岡
で
行
わ
れ
た
同
大
会
の
予
選

会
に
出
場
し
、
18
ホ
ー
ル
で
自
己
ベ
ス
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６月30日と７月１日、2007ホークスカップ西九州予選が赤坂球場
（有田町）などで行われ、伊万里フューチャーズが１日の決勝で西松
ボーイズを５対０で破り優勝を飾りました。

伊万里フューチャーズは、九州・山口県から32チームが出場し、

８月25日から福岡ヤフージャパンドームなどで開催される、2007

ホークスカップ中学生野球大会に出場します。

７月８日、第９回市民インディアカ大会と第１回市民ソフトバレー

ボール大会が国見台体育館で開かれました。

当日は、インディアカに14チーム74人、ソフトバレーに15チーム

79人が出場し、会場は選手たちの熱気につつまれ好プレーの連続。

得点を奪いあうたびに歓声があがり大いに盛り上がりました。

なお、上位の成績は次のとおりです。

【西九州予選の戦績】

２回戦　13ー０
琴海スラッガーズ

準決勝　７ー３
諫早ボーイズ

決　勝　５ー０
西松ボーイズ



◆
日
　
時

８
月
15
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
10
時

◆
場
　
所

◇
水
に
浮
く
も
の

岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間

◇
水
に
沈
む
も
の

船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
祭
壇
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川

に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（

1
@3
２
１
４
５
）

●

日
　
時
（
２
日
間
）

９
月
12
日
（
水
）、
13
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

申
込
期
間

８
月
20
日
（
月
）

〜
９
月
６
日
（
木
）

※
受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ

び
各
分
署
に
あ
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先
　

佐
賀
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
1
０
９
５
２
#0
２
１
９
０
）

◆
犬
、
猫
な
ど
の
引
き
取
り
と

野
犬
の
捕
獲

休
み
期
間
　
８
月
13
日
〜
15
日

◆
し
尿
く
み
取
り

休
み
期
間
　
８
月
14
日
〜
16
日

※
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

は
通
常
業
務
で
す

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（

1
@3
２
１
４
４
）

お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

舟
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

くらしのお
知
ら
せ
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お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

お
盆
の
精
霊
流
し
は

時
間
と
場
所
を
守
っ
て

佐
賀
県
で
は
、
県
庁
の
全
業
務

の
内
容
を
公
開
し
、
県
民
の
満
足

度
を
高
め
る
た
め
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
担
い
手
は
誰
か
を
考
え
る
協

働
化
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

外
部
委
託
、
市
民
社
会
組
織
や

企
業
と
県
と
の
協
働
に
つ
い
て
な

ど
皆
さ
ん
か
ら
提
案
を
い
た
だ
く

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時

８
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

問
合
先

佐
賀
県
県
民
協
働
課

（
1
０
９
５
２
@5
７
３
７
４
）

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
脇
野
の
大
念
仏
』

を
見
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

８
月
21
日
（
火
）

午
後
７
時
〜

●

場
　
所

宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

●

イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
演
と
演
芸
会

▽
脇
野
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
上
映

▽
豊
臣
秀
吉
よ
り
拝
受
の
『
高
麗

茶
壷
』
の
公
開

▽
脇
野
棚
田
米
（
新
米
・
古
代
米
）

の
試
食
と
販
売
な
ど

●

問
合
先

脇
野
よ
か
隊

代
表
浦
川
ま
で
（
1
０
９
０
‐

３
７
３
７
‐
２
７
４
６
）

防

火

管

理

者

資
格
取
得
講
習
会

佐
賀
県
協
働
化
テ
ス
ト

意
見
交
換
会
の
開
催

脇
野
『
大
念
仏
』
公
演

万

燈

の

夕

べ

【消防団夏季点検】分団対抗『小型ポンプ操法大会』をぜひご参観いただき、熱い応援をお願いします。



●

対
　
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
る

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者

（
満
３
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の

う
ち
、
生
計
中
心
者
が
所
得
税

非
課
税
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
常
時
失
禁
状
態
に
あ

る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
た
人

②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
た
人

●

助
成
内
容
　

紙
お
む
つ
１
２
０
枚
分
の
購
入

費
ま
た
は
月
額
６
０
０
０
円
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
を
基
準
額

と
し
、
そ
の
９
割
を
助
成

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を

除
く
）、
印
鑑

くらしの 

※
医
師
の
診
断
書
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

福
祉
課
社
会

福
祉
係
（

1
@3
２
１
５
６
）

ぼ
し
ゅ
う

料
理
や
遊
び
を
通
し
て
外
国
の

人
と
交
流
し
、
外
国
の
文
化
に
触

れ
る
『
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
』
を
開

催
し
ま
す
。

●

日
　
時

９
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

●

会
　
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
　
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

●

定
　
員

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
代
）

●

申
込
期
限

９
月
５
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

男
女
協
働
・

ま
ち
づ
く
り
課
内
国
際
交
流
室

（

1
@2
７
０
４
６
）

●

対
　
象

市
内
お
よ
び
近
郊
の
人

●

日
　
時
（
全
12
回
）
９
月
10
日

〜
12
月
３
日
ま
で
毎
週
月
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
火
曜
日
に
実
施
し
ま
す

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

定
　
員
　
20
人
程
度

●

受
講
料
　
５
５
０
０
円(
全
12
回)

●

材
料
費
　
２
０
０
０
円(

全
12
回)

●

申
込
期
限
　
８
月
31
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

●

申
込
・
問
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー

（

1
@2
３
９
１
１
）

第
８
回
市
民
所
蔵
品
展

出

品

作

品

募

集

市

民

セ

ン

タ

ー

茶

道

教

室

19 2007.8

●

募
集
す
る
も
の
　
日
本
画
、
水

墨
画
、
浮
世
絵
で
、
お
お
よ
そ

大
正
時
代
以
前
の
作
品

※
土
産
品
は
除
き
ま
す
。
産
地
は

国
内
、
国
外
を
問
い
ま
せ
ん

●

募
集
期
間

８
月
13
日
（
月
）

〜
９
月
14
日
（
金
）

●

応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
歴
史
民
俗
資
料

館
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い

●

申
込
書
設
置
場
所

各
町
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万

里
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格

市
内
在
住
の
人

●

出
品
点
数

１
人
１
点

●

展
示
品
の
搬
入
と
搬
出

▽
搬
入
　
９
月
23
日
（
日
）

▽
搬
出
　
11
月
６
日
、
７
日

※
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用
は
出

品
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

【
第
８
回
市
民
所
蔵
品
展
】

●

期
　
間
　
10
月
７
日
（
日
）
〜

11
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

入
場
料

無
　
料

●

会
場
・
応
募
・
問
合
先

歴
史
民
俗
資
料
館

（

1
@2
７
１
０
７
）

重
度
心
身
障
害
者
へ
の

紙
お
む
つ
購
入
費
助
成

い
っ
し
ょ
に
作
ろ
う

世

界

の

料

理

【消防団夏季点検】 日時：８月19日（日）午前８時～11時（雨天決行） 会場：消防本部訓練場



▽
サ
イ
ズ
は
４
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
４
つ
切
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は

そ
れ
ぞ
れ
６
つ
切
で
も
可
）

▽
カ
ラ
ー
、
白
黒
と
も
に
可

▽
デ
ジ
タ
ル
写
真
は
Ａ
４
ま
で

▽
自
作
未
発
表
で
一
人
３
点
ま
で

【
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
】

▽
応
募
サ
イ
ズ
は
自
由

▽
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
自
由

※
作
品
の
裏
に
応
募
票
を
貼
付
す

る
か
、
ま
た
は
、
住
所
、
氏
名

ふ
り
が
な

（
学
校
名
・
学
年
）、
年
齢
、
写

真
は
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
場

所
、
タ
イ
ト
ル
を
記
入

●

応
募
期
限

９
月
20
日
（
木
）

●

応
募
先
・
問
合
先
　

0
８
５
７-

８
５
８
５
佐
世
保
市

役
所
企
画
調
整
課
内
松
浦
鉄
道

自
治
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
1
０
９
５
６
@5
９
６
２
０
）

●

受
付
期
間

８
月
３
日
（
金
）
〜
24
日
（
金
）

●

１
次
試
験
日

９
月
23
日
（
日
）

●

試
験
会
場

佐
賀
大
学

【
短
大
卒
業
程
度
】

●

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

▽
学
校
栄
養
職
員
　
６
人
程
度

▽
臨
床
検
査
技
師
　
１
人
程
度

松
浦
鉄
道
の
駅
や
列
車
の
見
せ

る
い
ろ
い
ろ
な
表
情
や
、
車
内
の

情
景
、
沿
線
の
風
景
な
ど
を
あ
な

た
の
視
点
で
写
真
・
絵
画
に
し
て

く
だ
さ
い
。

●

テ
ー
マ
　

①
Ｍ
Ｒ
列
車
が
入
っ
た
沿
線
の
情
景

②
列
車
車
窓
か
ら
の
展
望
な
ど

●

応
募
資
格

▽
一
般
の
部
　
ど
な
た
で
も
可

▽
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
高
校
生
以
下

▽
絵
画
の
部
　
中
学
生
以
下

●

応
募
規
定

【
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】
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●

受
付
期
間

８
月
30
日
（
木
）

〜
９
月
11
日
（
火
）

●

１
次
試
験
日

11
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）

●

試
験
会
場

佐
世
保
市
な
ど

●

資
料
請
求
先
・
問
合
先
　

伊
万
里
海
上
保
安
署

（
1
@8
３
３
８
８
）

●

試
験
日

10
月
19
日
（
金
）

●

受
付
期
間

８
月
17
日
（
金
）
〜
22
日
（
水
）

●

受
験
資
格

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

同
じ
く
３
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

●

試
験
科
目

下
水
道
に
関
す
る

一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す
る

法
令
・
事
務
手
続
き
・
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

※
受
験
案
内
は
、
８
月
１
日
〜
22
日

ま
で
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

下
水
道
課

（

1
@3
２
３
９
５
）

し
け
ん

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

●

受
験
資
格
　
昭
和
55
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

【
高
校
卒
業
程
度
】

●

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

▽
行
政
　
　
　
２
人
程
度

▽
警
察
事
務
　
１
人
程
度

▽
総
合
土
木
　
１
人
程
度

●

受
験
資
格
　
昭
和
61
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

●

問
合
先

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@5
７
２
９
５
）

●

受
験
資
格

18
歳
以
上
30
歳
未
満
で
、
警
察

官
Ａ
の
受
験
資
格
が
な
い
人

※
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

●

受
付
期
間

８
月
17
日
（
金
）

〜
９
月
７
日
（
金
）

●

１
次
試
験
日

10
月
14
日
（
日
）

●

試
験
会
場

佐
賀
商
業
高
校

●

問
合
先

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@5
７
２
９
５
）

●

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

●

採
用
予
定
数
　
約
45
人

海
上
保
安
大
学
校

警
察
官
Ｂ
（
男
女
）

佐
賀
県
職
員
採
用
試
験

（
短
大
・
高
卒
程
度
）

松
浦
鉄
道
マ
イ
レ
ー
ル

フ
ォ
ト
・
絵
画
作
品
募
集

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）



くらしの 

21 2007.8 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社三光までお願いします（1@3５８０８）



人のうごき
平成19年７月１日現在
●人口　58,550人　（＋ 10）

男　27,946人　（＋ 15）
女　30,604人　（－ 5）

●世帯　21,307世帯（＋ 15）
（ ）は前月比

広報　　　　　 2007-8
■発行日／平成19年８月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（ダイヤルイン）
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　刷／山口印刷株式会社
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安倍総理夫人の昭恵さんが伊万里
に『里帰り』。森永太一郎翁のひ孫
にあたる昭恵さん。７月13日に森
永公園（大坪町）を訪れ、ひと目
見ようと集まった多くの市民と笑
顔で記念撮影に応じていました。

伊
万
里
に
『
世
界
一
の
内
野
手
』
が
い
た
！

６
月
に
チ
ェ
コ
で
開
催
さ
れ
た
『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
１
回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
』
で
、
日
本
代
表
チ

ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り
初
代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
、
伊

万
里
市
の
田
中
紘
一
郎
さ
ん
（
25
歳
・
波
多
津
町
中

山
）
が
２
本
塁
打
を
含
む
大
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

に
戻
っ
て
、
現
在
ま
で
山
代
中
学

校
の
非
常
勤
体
育
講
師
と
し
て
勤

務
し
な
が
ら
、
佐
賀
市
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト
』

に
所
属
し
、
主
に
二
塁
手
と
し
て

西
日
本
リ
ー
グ
な
ど
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

昨
年
は
西
日
本
リ
ー
グ
の
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
、
ま
た
２
０
０
９
年
に

開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
の
出
場

を
か
け
た
ア
ジ
ア
選
手
権
の
代
表

に
も
選
ば
れ
、
見
事
優
勝
し
て
世

界
選
手
権
出
場
の
切
符
を
手
に
す

る
な
ど
、
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界

を
引
っ
張
る
若
武
者
と
し
て
大
活

躍
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
田
中
さ
ん
の
今
後
の
目

標
は
「
教
員
採
用
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
と
、
２
０
０
９
年
の
世
界

選
手
権
で
再
び
世
界
一
に
な
る
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。
２
度
目
の
世

界
一
と
と
も
に
『
伊
万
里
の
名
物

先
生
』
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

世界一の内野手

田
中
さ
ん
は
波
多
津
町
中
山
の

出
身
で
、
波
多
津
中
、
伊
万
里
高

で
は
野
球
（
主
に
遊
撃
手
）
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
中
京
大
学
進
学

後
、
同
大
学
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
す
る
中
学
・
高
校
の
先
輩

の
勧
め
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
『
転

向
』
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
半
年
間
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

留
学
し
、
そ
の
後
伊
万
里
の
自
宅

田中紘一郎（たなか こういちろう）

★生年月日 昭和57年４月20日

★血液型 Ｏ型

★身長・体重 177 70キロ

★背番号 ６

★ポジションその他

内野手、全日本での守備は主に

２塁、打順は主に７番／右投右打

★出身校 波多津中→伊万里高

→中京大

★主な個人成績（世界大会）

06アジア選手権　　打率.444

07ワールドカップ　打率.350

本塁打２本

田中紘一郎田中紘一郎 さ
ん

各国の国旗が掲揚されたチェコ・
プラハの試合会場

堂
々
の
世
界
一
！
日
本
代
表

ナ
イ
ン
（
前
列
左
か
ら
２
番

目
が
田
中
さ
ん
）

２本塁打を含む大活躍を見せ笑顔で
優勝トロフィーを手にする田中さん

（波多津町中山）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
を
優
勝
に
導
く
大
活
躍

編

集

室

か

ら

７
月
は
大
雨
、
台
風
、
地
震
と
日
本
列
島
で

自
然
の
猛
威
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
月
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
７
月
14
日
、
午
後
８
時
ご
ろ
伊
万

里
市
で
も
地
震
が
あ
っ
た
の
わ
か
り
ま
し
た
？

台
風
４
号
が
接
近
す
る
中
、
食
事
中
だ
っ
た
我

が
家
で
は
、
身
体
や
テ
ー
ブ
ル
が
『
ぐ
ら
ぐ
ら

ぐ
ら
』
っ
と
。
し
ば
ら
く
し
て
テ
レ
ビ
の
速
報

で
『
伊
万
里
地
方
震
度
２
』
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流

れ
、
翌
日
、
震
源
地
は
山
代
町
だ
っ
た
と
聞
き

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
伊
万
里
も
『
地
震
大
国

日
本
』
の
中
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
然
災

害
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（
健
）
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